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岡
　
田
　
俊
　
平

　
　
　
　
　
　
一

　
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
五
月
二
十
七
日
第
十
二
号
布
告
は
、
貿
易
銀
が
従
来
各
開
港
場
に
お
い
て
の
み
貿
易
取
引
の
た
め
通

用
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
特
殊
な
貨
幣
で
あ
っ
た
の
を
改
め
て
、
全
国
一
般
に
流
通
す
べ
き
貨
幣
と
す
る
こ
と
を
公
布
し
た
。
同

日
の
第
十
三
号
布
告
の
「
貨
幣
通
用
制
限
中
第
五
節
改
正
」
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　
　
「
此
貿
易
銀
ハ
海
関
税
其
他
外
国
人
ヨ
リ
納
ム
ル
諸
税
及
ヒ
日
本
人
外
国
人
ト
通
商
ノ
取
引
二
用
ヒ
、
又
コ
レ
ヲ
内
地
ノ
諸
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
納
方
等
其
他
公
私
一
般
ノ
払
方
ニ
モ
用
ヒ
其
高
二
制
限
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
」
（
こ
の
改
正
点
で
あ
る
「
貨
幣
通
用
制
限
」
は
明
治
八

　
年
六
月
二
十
五
目
「
貨
幣
条
例
」
中
の
規
定
で
は
、
「
此
貿
易
銀
ハ
全
ク
海
関
税
其
他
外
国
人
ヨ
リ
納
ム
ル
諸
税
及
日
本
人
外
国

　
人
ト
通
商
ノ
取
引
二
用
フ
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
内
地
ノ
諸
税
納
方
等
公
ナ
ル
払
方
二
用
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ハ
勿
論
其
他
一
般
ノ
通
用
ヲ

　
得
サ
ル
ヘ
シ
」
と
あ
っ
た
。
）

　
明
治
四
年
五
月
の
「
新
貨
条
例
」
以
来
原
則
的
に
金
本
位
の
基
礎
の
上
に
制
定
さ
れ
て
い
た
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
は
、
明
治
十
一

年
の
布
告
に
よ
っ
て
金
銀
複
本
位
に
変
革
さ
れ
た
。

　
　
　
明
治
期
の
経
済
発
展
と
銀
本
位
制
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一
八
七
三
年
ド
イ
ツ
が
銀
の
自
由
鋳
造
を
停
止
し
、
つ
づ
い
て
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ｌ
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ｌ
も
銀
本
位
制
か
ら

金
本
位
制
に
移
っ
た
。
一
八
七
四
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
が
銀
貨
を
無
制
限
法
貨
と
し
て
鋳
造
す
る
こ
と
を
止
め
、
ま
た
ラ
テ
ン
同
盟
諸

国
も
銀
の
自
由
鋳
造
を
廃
止
し
て
、
複
本
位
制
を
す
て
た
。
そ
の
結
果
、
長
く
維
持
さ
れ
て
い
た
一
対
一
五
・
五
の
金
銀
比
価
は
崩

れ
は
じ
め
た
。
ド
イ
ツ
に
よ
っ
て
多
量
の
銀
が
金
と
交
換
す
る
た
め
に
市
場
に
放
出
さ
れ
た
こ
と
と
、
同
時
に
銀
の
生
産
量
が
増
加

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
銀
の
価
格
が
下
落
し
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
標
準
銀
一
オ
ン
ス
に
つ
い
て
の
相
場
は
次
の
よ
う
な
推
移
を
示
し
て
い
る
。
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一
八
五
〇
年
代
以
降
銀
価
格
は
一
オ
ン
ス
六
○
ペ
ン
ス
半
乃
至
六
一
ぺ
ン
ス
半
の
間
で
安
定
し
て
い
た
が
、
一
八
七
三
年
に
は
五

九
ペ
ン
ス
Ｍ
と
六
〇
ペ
ン
ス
台
を
割
り
、
わ
が
国
が
金
銀
複
本
位
制
を
制
定
し
た
一
八
七
八
年
に
は
五
二
ペ
ン
ス
尨
に
ま
で
低
落
し

て
い
た
。
わ
が
国
の
貿
易
一
円
銀
の
実
質
的
価
値
は
す
で
に
約
一
三
％
下
落
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
明
治
十
七
年
（
一
ハ
ハ

四
）
に
は
日
本
銀
行
券
を
銀
貨
兌
換
券
と
す
る
こ
と
を
定
め
、
ま
た
十
八
年
に
は
政
府
紙
幣
を
も
銀
貨
と
兌
換
す
る
こ
と
を
布
告
し

た
。
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
は
名
目
的
に
は
金
銀
複
本
位
制
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
銀
行
券
と
政
府
紙
幣
の
銀
貨
兌
換
の
実
施
に
よ
っ
て

事
実
上
銀
を
基
準
と
す
る
も
の
に
な
っ
た
。
し
か
も
銀
価
格
の
下
落
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
円
銀
貨
に
含
ま
れ
る
純
銀
の
量
目
は
明

治
四
年
制
定
の
二
四
・
二
六
グ
ラ
ム
の
ま
ま
に
据
置
か
れ
て
い
た
の
で
、
円
の
価
値
は
事
実
上
銀
価
格
の
下
落
分
だ
け
切
下
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
銀
本
位
あ
る
い
は
複
本
位
制
か
ら
金
本
位
制
に
移
り
つ
つ
あ
る
時
期
に
、
こ
の
本
位
制
度
変
遷
の
動
向
に
逆

行
し
て
、
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
は
、
開
港
場
に
限
っ
て
特
に
貿
易
通
貨
と
し
て
一
円
銀
貨
の
流
通
を
認
め
る
が
、
基
本
的
に
は
金
貨

を
も
っ
て
本
位
す
る
と
い
う
「
新
貨
条
例
」
に
よ
る
変
則
的
な
金
本
位
制
か
ら
金
銀
複
本
位
制
に
な
り
、
さ
ら
に
政
府
紙
幣
、
銀
行

券
を
銀
貨
と
の
み
交
換
す
る
と
い
う
銀
本
位
制
に
移
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
銀
価
格
が
下
落
し
つ
づ
け
る
時
期
に
、
何
故
に
円
価
値
を
切
下
げ
る
よ
う
な
本
位
制
度
の
変
更
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

ま
た
そ
の
変
更
に
ょ
っ
て
わ
が
国
の
経
済
発
展
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
も
た
ら
さ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
印
　
「
貨
政
考
要
」
法
令
編
、
第
一
巻
、
一
六
六
頁

　
　
㈲
　
同
右
、
一
四
三
頁
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二

　
江
戸
時
代
の
金
銀
銅
自
由
並
行
複
本
位
制
と
い
う
特
殊
な
貨
幣
制
度
を
明
治
政
府
が
改
革
し
よ
う
と
し
た
時
、
最
初
に
考
え
ら
れ

た
貨
幣
制
度
は
銀
本
位
制
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
東
洋
地
域
の
経
済
的
環
境
に
順
応
す
る
こ
と
が
貿
易
の
発
展
の
た
め
の
主
要
条
件
で

あ
る
と
い
う
理
由
で
、
当
時
東
洋
貿
易
の
決
済
通
貨
で
あ
っ
た
メ
キ
シ
コ
弗
に
リ
ン
ク
す
る
貨
幣
制
度
が
最
も
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
「
新
貨
条
例
」
で
金
貨
を
本
位
貨
幣
と
定
め
た
と
き
に
も
、
貿
易
取
引
の
便
宜
を
考
え
て
、
銀
貨
を
廃
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
明
治
十
一
年
金
銀
複
本
位
制
を
制
定
す
る
と
き
に
は
、
東
洋
諸
国
が
銀
貨
国
で
あ
る
た
め
、
わ
が
国
の
み
が
金
貨
本
位
を
維

持
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
理
由
を
あ
げ
て
い
る
。
明
治
十
八
年
兌
換
銀
行
券
を
発
行
し
、
十
九
年
政
府
紙
幣
の
兌
換
を
開

始
し
た
が
、
そ
の
兌
換
準
備
は
い
ず
れ
も
銀
貨
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
は
名
目
的
に
は
複
本
位
制

で
あ
る
が
、
実
際
上
は
銀
本
位
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ
た
の
は
、
当
時
の
貨
幣
当
局
の
説
く
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
貿
易
の
実
状
に
対
応
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
大
蔵
郷
松
方
正
義
が
明
治
十
六
年
十
月
太
政
大
臣
に
提
出
し

た
「
貨
幣
条
例
改
正
意
見
書
」
に
こ
の
理
由
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
本
位
貨
幣
ノ
物
タ
ル
物
価
ノ
標
準
ニ
シ
テ
内
外
貿
易
総
テ
之
二
拠
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
須
ラ
ク
時
ト
所
ト
ヲ
商
量
斟
酌
シ
以
テ
実

　
際
ノ
状
勢
二
適
当
セ
シ
メ
サ
ル
可
ラ
サ
ル
ナ
リ
、
想
フ
ニ
方
今
東
洋
ノ
開
明
未
タ
高
度
二
達
セ
ス
貿
易
ノ
標
準
ヲ
銀
二
取
ル
コ
ト

　
既
二
数
百
年
、
英
国
ノ
如
キ
金
本
位
ヲ
以
テ
四
海
二
冠
タ
ル
富
強
ノ
国
卜
雖
モ
其
民
ノ
東
洋
二
来
ル
ヤ
乃
チ
銀
貨
ヲ
以
テ
貿
易
ス

　
ル
ニ
至
ル
、
蓋
銀
本
位
ノ
金
本
位
ヨ
リ
実
勢
二
適
当
ス
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
、
勢
既
二
斯
ノ
如
シ
本
邦
ノ
微
々
タ
ル
貿
易
二
於
テ
安
ソ
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特
り
金
本
位
ヲ
維
持
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ン
ヤ
」

　
松
方
正
義
の
説
く
と
こ
ろ
に
し
た
が
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
東
洋
諸
国
の
貿
易
が
す
べ
て
銀
を
決
済
通
貨
と
し
て
い
る
実
状
に

適
応
す
る
た
め
に
は
銀
本
位
制
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
十
一
年
に
制
定
し
た
複
本
位
制
も
貨
幣
制
度
と

し
て
決
し
て
適
当
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
貨
幣
条
例
に
ょ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
金
銀
の
法
定
比
価
は
一
対
一
六
・
一
七
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヨ
ｌ
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
市
場
価
格
は
す
で
に
一
対
一
八
乃
至
一
九
の
比
例
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
も
し
わ
が
国
に
お
い
て
、
正
貨
流
通
を
回
復
す
る
に
当
っ
て
依
然
金
銀
複
本
位
を
維
持
す
る
な
ら
ば
、
外
商
は
廉
価
な
銀
を
も

っ
て
わ
が
国
の
金
を
取
り
去
り
、
交
換
ご
と
に
彼
ら
は
利
益
を
得
る
の
に
反
し
、
わ
が
国
は
損
失
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。
金
銀
複
本

位
制
は
世
界
各
国
が
協
力
し
て
採
用
す
れ
ば
、
金
銀
の
比
価
を
固
定
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
一
国
あ
る
い

は
二
国
の
力
を
も
っ
て
は
達
成
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。

　
複
本
位
制
に
こ
の
ょ
う
な
欠
陥
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
単
本
位
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
基
準
を
金
銀
い
ず
れ
に
す
べ
き
か

が
問
題
と
な
る
。

　
　
「
則
チ
金
銀
孰
レ
ヲ
以
テ
本
位
ト
セ
ン
カ
、
一
国
ノ
貿
易
ニ
シ
テ
近
隣
諸
国
ヲ
圧
倒
ス
ル
ニ
至
テ
ハ
能
ク
単
独
ノ
本
位
ヲ
維
持
シ

　
得
可
シ
ト
雖
モ
、
方
今
我
国
貿
易
ノ
現
像
未
タ
以
テ
此
気
運
二
達
シ
タ
リ
ト
云
フ
可
ラ
ス
、
且
亜
細
亜
諸
洲
ハ
銀
国
ニ
シ
テ
我
国

　
ノ
富
モ
亦
未
タ
銀
ヲ
以
テ
不
便
ト
ス
ル
ニ
足
ラ
サ
ル
カ
故
ニ
、
今
貨
幣
ノ
制
度
ヲ
定
ム
ル
ニ
当
テ
ハ
銀
ヲ
以
テ
本
位
ト
セ
サ
ル
可

　
　
　
　
　
　
㈲

　
ラ
サ
ル
ナ
リ
」

　
右
の
よ
う
に
わ
が
国
が
経
済
的
に
先
進
国
で
あ
る
な
ら
ば
、
海
外
貿
易
に
お
い
て
指
導
権
を
と
り
単
独
に
本
位
制
を
決
定
し
、
こ

れ
を
維
持
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
わ
が
国
経
済
の
発
展
は
い
ま
だ
そ
の
段
階
に
達
し
て
お
ら
ず
、
し
か
も
東
洋
諸
国
の
貿
易
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取
引
が
銀
に
よ
っ
て
決
済
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
の
で
、
わ
が
国
も
こ
の
経
済
的
情
勢
に
適
応
す
る
よ
う
複
本
位
制
を
廃
し
て
銀

本
位
制
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
松
方
正
義
の
意
見
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
は
東
洋
貿
易
に
お
け
る
経
済
的
現
実
が
銀
本
位
制
を
適
当
と
す
る
状
態
に
あ
る
か
ら
、
そ
の
環
境
に
順
応
す
る
よ
う
貨
幣
制

度
を
改
革
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
説
明
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
銀
を
本
位
と
す
る
場
合
、
当
然
予
想
さ
れ
る
金
本
位

国
と
の
為
替
相
場
の
変
動
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
慮
が
払
わ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
疑
間
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
次
の
よ
う
に
簡
単
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
「
金
価
ノ
高
低
二
依
り
多
少
ノ
金
ヲ
得
ル
コ
ト
ア
リ
ト
誰
モ
其
多
少
ハ
決
シ
テ
損
得
ヲ
表
ス
ル
ニ
非
ス
、
只
金
二
対
シ
銀
ノ
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匈

　
買
力
ヲ
増
減
シ
タ
ル
ヲ
表
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
市
場
ノ
景
況
二
生
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
固
ヨ
リ
患
フ
ル
ニ
足
ラ
サ
ル
ナ
リ
」

　
銀
価
が
年
々
下
落
し
つ
づ
け
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
金
に
対
す
る
銀
の
交
換
率
が
悪
化
し
て
い
る
時
期
に
、
あ
え
て
銀
の
造
幣

価
格
を
固
定
し
金
価
の
変
動
の
み
を
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
て
、
こ
れ
を
市
場
の
景
況
に
よ
っ
て
生
ず
る
一
時
的
な
現
象
と
見
て
い

る
。
銀
価
の
下
落
に
よ
っ
て
金
本
位
国
に
対
す
る
銀
円
の
購
買
力
が
漸
次
減
少
し
、
為
替
相
揚
が
低
落
を
つ
づ
け
る
こ
と
に
つ
い
て

は
憂
慮
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
兌
換
銀
行
券
条
例
を
発
布
し
、
ま
た
政
府
紙
幣
の
兌
換
を
布
告
す
る
に
あ
た
っ
て
銀
行
券
、
政
府
紙
幣
と
も
に
銀
貨
と
兌
換
す
る

こ
と
を
定
め
た
が
、
当
時
の
貨
幣
制
度
が
金
銀
複
本
位
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
に
銀
貨
兌
換
制
度
を
採
用
す
る
に
至
っ
た

か
を
説
明
し
て
い
な
い
、
し
か
し
、
「
紙
幣
整
理
始
末
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
正
貨
準
備
金
の
累
積
に
つ
い
て
の
説
明
を
み
る
と
、

国
庫
保
有
の
準
備
正
貨
の
中
の
金
貨
・
金
地
金
を
価
値
の
下
落
し
た
銀
に
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
円
の
実
質
価
値
を

切
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
計
算
上
正
貨
準
備
率
を
引
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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明
治
十
八
年
末
に
準
備
正
貨
は
四
二
、
二
六
五
、
六
四
〇
円
余
に
達
し
た
か
、
こ
の
四
千
万
円
を
超
え
る
金
額
は
金
銀
複
本
位
制

の
下
で
集
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
国
庫
の
帳
簿
上
で
は
金
貨
一
円
と
銀
貨
一
円
と
は
同
価
で
記
入
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

こ
の
現
在
高
は
大
蔵
省
の
金
庫
に
存
在
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
外
に
日
本
銀
行
、
横
浜
正
金
銀
行
へ
の
預
金
と
な
っ
て
い

る
も
の
、
在
外
公
館
へ
の
預
金
と
な
っ
て
い
る
も
の
、
荷
為
替
取
組
中
の
も
の
、
一
時
経
常
勘
定
へ
繰
替
貨
と
な
っ
て
い
る
も
の
が

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
勘
定
項
目
の
下
に
分
類
さ
れ
て
い
る
正
貨
準
備
金
の
、
政
府
紙
幣
の
発
行
高
に
対
す
る
比
率
を
計
算
す

る
場
合
に
、
国
庫
準
備
金
勘
定
の
記
帳
方
式
に
し
た
が
っ
て
一
円
金
貨
と
一
円
銀
貨
を
同
価
値
で
計
算
す
れ
ば
、
次
表
の
よ
う
な
準

備
率
に
な
る
。

　
明
治
十
八
年
末
の
正
貨
準
備
率
は
政
府
紙
幣
流
通
高
に
対
し
て
四
七
・
八
％
に
達
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
準
備
正
貨
を
構
成

す
る
金
・
銀
は
前
述
の
よ
う
に
金
と
銀
が
同
価
格
で
混
計
さ
れ
て
い
る
。
も
し
、
こ
の
中
に
含
ま
れ
る
金
貨
お
よ
び
金
地
金
を
当
時

の
金
銀
相
場
で
銀
に
換
算
し
て
、
準
備
正
貨
の
す
べ
て
を
銀
構
成
に
統
一
し
た
場
合
に
は
、
準
備
率
は
次
の
よ
う
に
上
昇
す
る
こ
と
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が
「
紙
幣
整
理
始
末
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
明
治
十
八
年
十
二
月
末
の
準
備
正
貨
四
、
二
二
六
万
円
余
の
内
、
金
貨
お
よ
び
金
地
金
は
一
、
三
八
〇
万
円
余
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
当
時
の
銀
相
場
で
換
算
す
る
と
、
銀
円
価
額
で
は
次
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
約
二
〇
％
増
額
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
計
算
に
よ
る
と
、
当
時
の
金
銀
相
場
で
金
貨
一
円
が
銀
貨
に
交

換
さ
れ
た
場
合
一
円
一
九
七
の
価
額
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
明
治
四
年
の
「
新
貨
条
例
」
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
一
円
金
貨
は
純

金
一
・
五
グ
ラ
ム
、
一
円
銀
貨
は
純
銀
二
四
・
二
六
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。

明
治
八
年
二
月
に
「
貨
幣
条
例
」
の
改
正
に
よ
り
鋳
造
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
増
量
貿
易
銀
は
十
一
年
十
一
月
に
鋳
造
を
停
止
さ
れ
た
の
で
、

一
円
銀
貨
は
再
び
明
治
四
年
制
定
の
も
の
と
同
位
同
量
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
銀
貨
の
一
円
金
貨
に
対
す
る
法
定
比
価
は

一
対
一
六
・
一
七
で
あ
る
。

　
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
ロ
ン
ド
ン
市
場
に
お
け
る
金
に
対
す
る
銀
の
比
価
は
一
五
・
五
七
で
あ
っ
た
が
、
明
治
十
八
年
（
一
八

八
五
）
に
は
一
九
・
四
一
に
な
っ
て
お
り
、
銀
一
オ
ン
ス
の
価
格
は
一
八
七
一
年
平
均
は
六
〇
・
五
ペ
ン
ス
で
あ
っ
た
が
、
一
八
八

五
年
に
は
四
八
・
五
六
ペ
ン
ス
に
下
落
し
て
い
た
。
銀
の
金
に
対
す
る
市
場
価
格
は
一
八
七
一
年
か
ら
一
八
八
五
年
の
間
に
す
で
に

二
四
％
下
落
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
金
銀
複
本
位
制
を
と
っ
て
い
た
わ
が
国
の
政
府
は
、
不
換
紙
幣
を
兌
換
券
に
す
る
に
当
っ
て
銀

価
格
の
下
落
を
利
用
す
る
方
策
を
考
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
兌
換
準
備
の
正
貨
を
廉
価
な
金
属
で
あ
る
銀
に
統
一

す
る
こ
と
が
有
利
と
考
え
、
金
貨
に
対
し
て
約
二
〇
％
下
落
し
て
い
た
銀
相
場
で
準
備
金
を
す
べ
て
銀
に
集
中
す
る
こ
と
と
し
た
。
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そ
の
結
果
、
金
銀
泥
計
で
四
、
二
〇
〇
万
余
円
で
あ
っ
た
準
備
正
貨
は
四
、
四
〇
〇
万
余
円
に
ま
で
膨
張
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

政
府
紙
幣
発
行
高
八
、
八
三
四
万
余
円
に
対
す
る
準
備
率
は
四
七
・
八
％
で
は
な
く
五
〇
・
九
％
と
な
り
、
ま
た
政
府
紙
幣
と
交
換

す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
る
国
立
銀
行
券
の
発
行
高
三
、
〇
一
五
万
余
円
を
加
え
た
場
合
で
も
、
そ
の
正
貨
準
備
率
は
三
五
・
七

％
か
ら
三
七
・
九
％
に
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
準
備
率
の
増
大
は
円
の
価
値
を
銀
基
準
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
位
貨
幣
の
実
体
と
し

て
銀
を
選
び
、
そ
の
造
幣
価
格
を
市
場
価
格
よ
り
高
く
定
め
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
貨
幣
の
悪
鋳
に
よ
っ
て
貨
幣
量
を
増
加
さ
せ
る
措

置
で
あ
っ
て
、
円
価
値
の
切
下
げ
を
行
な
う
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
実
質
価
値
を
切
下
げ
た
本
位
銀
貨
と
政
府
紙
幣
お

よ
び
国
立
銀
行
券
と
を
平
価
に
す
る
段
階
で
紙
幣
整
理
を
終
了
し
、
デ
フ
レ
政
策
に
よ
る
経
済
沈
滞
の
激
し
さ
を
あ
る
程
度
緩
和
し

よ
う
と
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
松
方
正
義
が
明
治
十
四
年
秋
以
来
紙
幣
整
理
に
着
手
し
て
、
明
治
十
四
年
末
に
一
信
一
、
八
九
〇
万
円
余
で
あ
っ
た
政
府
紙
幣
流

通
高
を
十
六
年
末
に
は
九
、
七
九
九
万
円
余
ま
で
減
縮

し
た
。
二
年
間
で
約
一
八
％
の
急
激
な
通
貨
収
縮
に
よ

っ
て
、
物
価
の
下
落
、
商
工
業
の
不
振
、
農
村
の
窮
迫

等
経
済
不
況
の
深
化
が
激
甚
で
あ
っ
た
た
め
、
松
方
正

義
に
よ
る
デ
フ
レ
政
策
に
対
し
て
強
い
非
難
が
起
る
に

至
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
十
七
年
五
月
以
降
政
府
は
紙

幣
の
急
激
な
消
却
を
止
め
、
そ
れ
以
後
の
財
政
剰
余
金

－37－



は
す
べ
て
準
備
金
に
繰
入
れ
る
方
針
に
転
換
し
た
。
そ
し
て
こ
の
準
備
金
は
外
国
荷
為
替
そ
の
他
に
融
資
し
て
正
貨
の
蓄
積
を
増
加

す
る
資
金
と
し
て
運
用
し
た
の
で
あ
る
。
紙
幣
消
却
高
と
準
備
金
に
繰
入
高
の
状
態
は
前
表
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
「
斯
ク
紙
幣
ノ
減
少
シ
準
備
正
貨
ノ
増
殖
セ
ル
ヲ
以
テ
、
其
結
果
ノ
紙
幣
価
格
ノ
回
復
ト
ナ
リ
、
正
貨
ノ
輸
入
ト
ナ
リ
、
貿
易

　
上
輸
出
ノ
超
過
ト
ナ
リ
、
物
価
及
ヒ
金
利
ノ
下
落
ト
ナ
リ
、
公
債
証
書
ノ
騰
貴
ト
ナ
リ
シ
ハ
敢
テ
怪
ム
ニ
足
ラ
サ
ル
ナ
ル
」

と
、
松
方
正
義
は
紙
幣
の
価
値
が
回
復
し
た
結
果
、
物
価
の
下
落
、
金
利
の
低
下
、
輸
出
超
過
、
正
貨
の
流
入
を
も
た
ら
し
た
と
述

べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
紙
幣
の
購
買
力
が
本
位
銀
貨
と
平
価
に
な
っ
た
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
紙
幣
価
値
が
本
位
金
貨

と
同
等
に
ま
で
回
復
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
金
銀
複
本
位
制
の
下
に
お
け
る
円
価
値
を
、
金
に
で
な
く
、
価
値

の
低
下
し
た
金
属
で
あ
る
銀
に
結
び
付
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
金
円
に
対
し
て
約
二
〇
％
低
い
点
で
回
復
し
た
も
の
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
複
本
位
制
が
実
際
上
交
代
本
位
制
と
な
る
こ
と
の
性
質
を
利
用
し
て
、
デ
フ
レ
政
策
に
よ
る
物
価
下
落
、
経
済
後

退
の
深
刻
化
を
緩
和
し
よ
う
と
し
た
措
置
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
金
本
位
制
を
採
用
し
て
い
る
と
は
い
え
、
近
隣
の
東
洋
諸
国
の
貿
易
通
貨
が
銀
で
あ
る
と
い
う
経
済
的
現
実

に
適
応
す
る
こ
と
が
、
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
を
決
定
す
る
原
理
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
理
由
を
あ
げ
て
、
銀
を
本
位
貨
幣
の
内

容
と
す
る
こ
と
を
松
方
正
義
は
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
単
に
東
洋
諸
国
と
の
経
済
関
係
の
み
で
円
の
価
値
を
銀
基
準
に
設
定
し

た
の
で
は
な
く
、
財
政
緊
縮
政
策
の
デ
フ
レ
的
影
響
の
激
化
を
回
避
す
る
た
め
に
と
っ
た
措
置
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
措
置
に
よ
っ
て
円
の
平
価
切
下
の
効
果
を
も
た
ら
し
、
国
際
収
支
の
改
善
と
兌
換
準
備
正
貨
の
蓄
積
額
の
増
加
を

期
待
し
て
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
恂
　
「
貨
政
考
要
」
上
編
、
一
四
一
ｌ
二
頁
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㈲
　
「
松
方
正
義
関
係
文
書
」
日
本
金
融
史
資
料
、
明
治
大
正
編
、
第
四
巻
、
一
〇
四
五
頁

　
　
㈲
　
同
右
、
一
〇
四
六
ｌ
七
頁

　
　
㈲
　
同
右
、
一
〇
七
七
頁

　
　
㈲
　
「
紙
幣
整
理
始
末
」
日
本
金
融
史
資
料
、
明
治
大
正
編
、
第
一
六
巻
、
六
七
頁

　
　
㈲
　
同
右
、
六
八
頁

　
　
　
　
　
　
　
三

　
金
銀
両
種
の
金
属
が
法
定
比
価
を
も
っ
て
流
通
す
る
複
本
位
制
の
下
で
、
も
し
一
方
の
金
属
の
市
場
価
格
が
法
定
比
価
よ
り
下
落

し
た
場
合
、
こ
の
下
落
し
た
金
属
が
貨
幣
と
し
て
鋳
造
さ
れ
る
量
が
増
加
す
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
グ
ン
シ
ャ
ム
の
法
則
と
し
て
一
般

に
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
を
利
用
し
て
、
価
値
の
下
落
し
た
金
属
を
固
定
し
た
法
定
比
価
に
よ
っ
て
貨
幣
単
位

と
し
て
採
択
す
る
場
合
、
実
質
的
に
そ
の
貨
幣
価
値
の
切
下
げ
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
政
府
保
有
の
正
貨
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
金
貨
・
金
地
金
を
銀
貨
に
替
え
る
と
き
に
は
、
準
備
正
貨
が
二

〇
％
の
増
額
に
な
る
と
い
う
計
算
を
「
紙
幣
整
理
始
末
」
が
発
表
し
て
い
る
の
は
、
準
備
金
中
の
金
貨
、
金
地
金
を
、
金
に
対
し
て

市
場
価
格
が
下
落
し
て
い
る
銀
と
交
換
し
、
こ
の
銀
を
造
幣
価
格
で
二
〇
％
高
価
に
法
定
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
操
作
は
複
本
位
制
の
下
で
作
用
す
る
グ
レ
シ
ャ
ム
の
法
則
を
利
用
し
て
、
本
位
貨
幣
を
金
貨
か
ら
銀
貨
に
交
代
さ
せ
、
円

価
値
の
切
下
げ
を
自
動
的
に
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
松
方
正
義
は
、
流
通
紙
幣
の
購
買
力
が
金
の
法
定
価
格
と
平
価
に
な
る
ま

で
通
貨
を
収
縮
す
る
よ
う
な
、
は
げ
し
い
紙
幣
整
理
政
策
を
強
行
す
る
と
き
に
生
ず
る
深
刻
な
デ
フ
レ
的
影
響
を
避
け
る
た
め
に
、
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金
銀
の
市
場
比
価
が
二
対
一
八
・
六
六
に
な
っ
て
い
る
時
に
、
一
対
一
六
・
一
七
の
法
定
比
価
に
よ
る
銀
価
値
基
準
で
紙
幣
と
平
価

交
換
を
実
施
す
る
方
策
を
選
ん
だ
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
か
ら
十
年
（
一
八
七
七
）
に
至
る
五
年
間
平
均
価
格
を
一
〇
〇
と
し
た
、
東
京
お
よ
び
大
阪
に
お
け
る
主

要
商
品
に
つ
い
て
物
価
指
数
を
見
る
と
上
表
の
よ
う
で
あ
る
。
明

治
十
四
年
か
ら
十
七
年
ま
で
の
紙
幣
消
却
が
行
な
わ
れ
て
い
た
期

間
の
物
価
に
比
較
す
る
と
、
銀
本
位
制
に
移
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
明
治
十
八
年
の
物
価
は
す
で
に
回
復
の
兆
候
が
示
し
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
銀
本
位
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
物
価
は

常
に
上
昇
傾
向
を
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
兌
換
銀
行
券
を
発
行
し
、
政
府
紙
幣
の
兌
換
を
行
な
う
こ
と
を

決
定
し
た
時
に
、
そ
の
兌
換
金
属
を
金
に
お
か
ず
銀
を
選
ん
だ
の

は
、
金
銀
の
価
格
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
判
断
が
な
さ
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
金
産
出
量
の
増
加
率
が
銀
産
出
量
の
増
加

率
に
及
ば
ず
、
し
か
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
一
八
七
〇
年
代
に

続
々
と
金
本
位
制
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
た
め
貨
幣
用
金
の
需
要

が
増
加
し
、
金
本
位
国
に
お
い
て
は
金
価
騰
貴
、
物
価
下
落
の
傾

向
が
著
し
く
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
銀
価
の
下
落
は
金
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価
の
騰
貴
ほ
ど
激
し
く
な
い
た
め
に
、
紙
幣
整
理
の
過
程
に
お
い
て
、
銀
本
位
制
を
採
用
す
れ
ば
、
政
府
紙
幣
購
買
力
の
下
落
に
よ

る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
を
抑
制
す
る
と
同
時
に
、
金
本
位
制
の
諸
国
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
物
価
下
落
を
招
く
こ
と
も
な
い
で

あ
ろ
う
と
い
う
期
待
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
「
貨
幣
制
度
調
査
会
」
が
金
銀
価
格
の
変
動
に
よ
り
銀
本
位
国
に
対
し
て
生
じ
る
一
般
的
影
響
と
し
て
、
輸
出
の
増
進
、
経
済
の

発
展
、
労
働
ヵ
需
要
の
増
加
等
の
積
極
的
効
果
を
あ
げ
て
い
る
が
、
銀
本
位
制
の
下
に
お
け
る
物
価
騰
貴
の
趨
勢
が
商
工
業
の
発
展

を
も
た
ら
す
要
因
と
な
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
銀
価
ノ
下
落
ハ
金
価
ノ
騰
貴
二
比
ス
レ
ハ
其
程
度
甚
シ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
、
故
二
金
ハ
銀
二
対
シ
テ
騰
貴
シ
タ
ル
ノ
ミ

　
ナ
ラ
ス
諸
物
品
二
対
シ
テ
モ
著
シ
キ
騰
貴
ヲ
ナ
シ
タ
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ス
、
銀
ハ
金
二
対
シ
テ
非
常
ノ
下
落
ヲ
認
メ
得
ヘ
キ
モ
諸
物
品

　
二
対
シ
テ
ハ
未
タ
著
シ
ク
之
ヵ
下
落
ヲ
認
ム
ル
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
、
蓋
シ
銀
ハ
絶
対
的
二
多
少
ノ
下
落
ヲ
ナ
シ
タ
ル
ニ
相
違
ナ
カ
ル

　
ヘ
シ
ト
雖
金
二
対
ス
ル
下
落
ノ
如
ク
激
烈
ナ
ラ
ス
、
又
銀
ノ
下
落
ト
同
時
二
諸
物
品
モ
学
術
ノ
応
用
、
運
輸
ノ
開
通
其
他
農
商
工

　
百
般
ノ
進
歩
改
良
ノ
為
メ
生
産
費
減
少
シ
生
産
額
増
加
シ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
、
銀
貨
国
二
於
ケ
ル
物
価
ノ
騰
貴
ヲ
抑
制
シ
タ
ル
コ
ト
ア

　
　
　
印

　
ル
ヘ
シ
」

　
　
　
「
金
銀
比
価
ノ
変
動
ハ
銀
貨
国
ノ
輸
出
ヲ
増
進
ス
ル
ヨ
リ
シ
テ
、
商
工
業
ハ
活
気
ヲ
帯
ヒ
自
然
二
発
達
ス
ヘ
キ
ハ
疑
ヲ
容
レ

　
ス
、
又
物
価
ノ
騰
貴
ヨ
リ
シ
テ
前
日
仕
入
レ
タ
ル
モ
ノ
ハ
今
日
二
騰
貴
シ
、
今
日
仕
入
レ
タ
ル
モ
ノ
ハ
更
二
後
日
騰
貴
ス
ヘ
キ
カ

　
為
メ
ニ
、
此
際
物
品
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ハ
其
代
価
ノ
増
加
二
依
り
利
益
ス
ル
ヲ
以
テ
、
商
人
ハ
成
ル
ヘ
ク
多
ク
買
込
マ
ン
ト
シ
エ
業

　
家
ハ
成
ル
ヘ
ク
多
ク
製
造
セ
ン
ト
シ
、
随
テ
一
般
工
業
ノ
盛
況
ヲ
来
ス
ヘ
キ
ナ
リ
」

　
明
治
三
十
年
に
金
銀
複
本
位
制
を
廃
し
て
、
金
本
位
制
に
移
る
に
あ
た
っ
て
、
貨
幣
法
の
改
正
を
行
な
っ
て
本
位
金
貨
の
純
量
を
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五
〇
％
切
下
げ
る
こ
と
を
公
表
し
た
。
こ
の
法
的
処
置
に
対
し
て
、
明
治
十
七
年
の
兌
換
銀
行
券
条
例
、
十
八
年
の
政
府
紙
幣
兌
換

布
告
の
と
き
に
は
、
本
位
銀
貨
と
の
み
兌
換
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
本
位
銀
貨
の
内
容
に
変
更
を
加
え
る
法
的
措

置
は
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
実
質
的
に
は
銀
価
格
の
下
落
に
よ
っ
て
、
円
価
値
は
切
下
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も
そ
の
後
、
年

々
銀
の
価
格
は
下
落
を
つ
づ
け
た
た
め
、
円
の
実
質
的
切
下
げ
は
継
続
的
に
進
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
金
本
位
制

を
採
用
す
る
時
に
は
、
本
位
銀
貨
の
実
質
的
価
値
が
半
分
に
下
落
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
銀
価
値
に
合
わ
せ
て
、
本
位
金
貨
の
純
分

も
二
分
の
一
に
減
量
し
て
新
平
価
を
確
定
し
、
デ
フ
レ
的
影
響
が
現
わ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
十
四
年
以
後
の
紙
幣
整
理
政
策
が
急
激
な
通
貨
減
縮
で
あ
っ
た
た
め
に
、
物
価
下
落
と
景
気
の
後
退
を
も
た
ら
す
に
至
っ
た

こ
と
に
対
し
て
、

　
　
　
「
明
治
三
十
年
我
が
貨
幣
制
度
を
金
本
位
に
改
め
る
に
際
し
て
は
、
当
時
流
通
し
た
銀
貨
の
価
値
に
一
致
せ
し
め
て
新
金
貨
を

　
制
定
し
た
。
そ
れ
は
法
律
上
か
ら
云
え
ば
平
価
を
半
分
に
切
り
下
げ
、
一
円
の
純
金
四
分
を
純
金
二
分
に
改
め
た
の
で
あ
る
。
此

　
れ
と
同
様
、
明
治
十
四
年
以
後
の
不
換
紙
幣
整
理
に
当
っ
て
も
、
当
時
流
通
の
紙
幣
の
価
値
に
合
せ
て
銀
貨
を
制
定
す
る
方
法
が

　
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
然
ら
ば
経
済
界
に
…
…
非
常
な
困
難
を
来
た
す
こ
と
な
く
、
而
か
も
同
様
銀
本
位
を
実
施
す
る
こ
と
が
出

　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
来
た
で
あ
ろ
う
」

と
い
う
批
判
か
あ
る
。
し
か
し
松
方
正
義
は
「
紙
幣
整
理
始
末
」
に

　
　
　
「
紙
幣
整
理
ノ
目
途
ヲ
定
メ
一
方
二
於
テ
ハ
直
二
紙
幣
を
消
却
シ
、
一
方
二
於
テ
ハ
正
貨
ヲ
蓄
積
シ
、
紙
幣
価
格
ノ
回
復
ト
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匈

　
備
正
貨
充
実
ノ
度
合
ヲ
計
リ
紙
幣
兌
換
ヲ
実
施
ス
ル
ヲ
決
シ
タ
リ
」

と
述
べ
て
る
よ
う
に
、
彼
の
紙
幣
整
理
政
策
は
単
に
流
通
紙
幣
量
を
縮
少
し
て
、
明
治
十
一
年
か
ら
急
騰
し
た
物
価
を
、
明
治
十
年



以
前
の
水
準
に
ま
で
下
落
さ
せ
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
流
通
紙
幣
量
の
収
縮
と
並
行
し
て
、
金
属
主
義
に

も
と
づ
く
貨
幣
制
度
の
確
立
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
位
貨
幣
の
実
質
的
内
容
と
し
て
金
銀
い
ず
れ

を
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
の
正
貨
を
蓄
積
す
る
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
方
法
を
と
る
べ
き
で
あ
る
か
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
課
題
の
解
決
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
法
を
と
れ
ば
、
わ
が
国
の
経
済
に
対
し
て
与
え
る
衝
撃
を
最
も
軽
く
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
松
方
正
義
は
次
の
よ
う
な
方
策
を
考
え
て
い
る
。

　
　
「
正
貨
蓄
積
ノ
事
タ
ル
固
ヨ
リ
容
易
ノ
業
ニ
非
ス
、
何
ン
ト
ナ
レ
ハ
当
時
内
地
現
存
ノ
正
貨
極
メ
テ
寡
ナ
ク
金
銀
産
出
ノ
量
甚

　
タ
多
カ
ラ
ス
、
加
フ
ル
ニ
海
関
税
ノ
政
略
亦
我
国
ノ
一
意
ニ
専
行
シ
能
ハ
サ
ル
ノ
時
ニ
際
シ
、
政
府
力
メ
テ
正
貨
ノ
買
収
ヲ
内
国

　
ニ
謀
ル
ト
キ
ハ
忽
チ
紙
幣
二
激
変
ヲ
生
シ
却
テ
整
理
上
困
難
ヲ
致
ス
ノ
恐
ア
レ
ハ
ナ
リ
、
左
ス
レ
ハ
外
国
債
募
集
ノ
策
ニ
頼
ラ
ン

　
カ
是
レ
又
当
時
ノ
現
況
ニ
於
テ
決
シ
テ
策
ノ
得
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
、
故
ニ
只
海
外
荷
為
換
等
ノ
途
ニ
拠
リ
我
ヵ
紙
幣
ヲ
運
用

　
シ
、
海
外
直
輸
出
物
品
ノ
為
換
ニ
充
テ
以
テ
彼
レ
ノ
正
貨
ヲ
収
得
ス
ル
ノ
外
又
他
ニ
十
全
ノ
方
策
無
キ
ヲ
信
セ
リ
」

　
紙
幣
兌
換
の
た
め
の
準
備
正
貨
を
蓄
積
す
る
方
法
と
し
て
、
金
銀
の
存
在
量
も
、
産
出
量
も
と
も
に
少
な
い
国
内
に
お
い
て
、
正

貨
の
購
入
を
始
め
る
と
す
れ
ば
、
紙
幣
の
購
買
力
が
大
き
く
変
動
し
、
物
価
安
定
政
策
の
障
害
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
も
っ
ぱ
ら
外
国
荷
為
替
の
方
法
に
よ
る
こ
と
と
し
、
横
浜
正
金
銀
行
を
利
用
し
て
政
府
の
準
備
金
勘
定
に
あ
る
紙
幣
を
輸
出
前

貸
金
融
に
運
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
貿
易
通
貨
で
あ
る
洋
銀
ま
た
は
外
国
正
貨
を
も
っ
て
返
済
す
る
条
件
で
外
国
荷
為

替
資
金
と
し
て
紙
幣
を
貸
出
す
輸
出
金
融
で
あ
る
が
、
こ
の
金
融
方
式
で
正
貨
蓄
積
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
国
際
収
支
の

受
取
超
過
が
持
続
す
る
よ
う
な
条
件
を
整
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
条
件
の
ひ
と
つ
は
円
価
値
の
切
下
げ
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
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果
、
紙
幣
の
価
値
を
「
新
貨
条
例
」
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
純
金
一
・
五
グ
ラ
ム
を
一
円
と
す
る
本
位
金
貨
に
結
び
付
け
る
こ
と
を

避
け
て
、
こ
の
金
貨
よ
り
実
質
価
値
が
低
廉
で
あ
る
純
銀
二
四
・
二
六
グ
ラ
ム
を
一
円
と
す
る
本
位
銀
貨
と
の
平
価
流
通
の
点
で
兌

換
制
度
を
確
定
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
四
年
に
二
四
・
二
六
グ
ラ
ム
の
銀
が
一
円
と
い
う
計
算
単
位
に
法
定
さ
れ
た
が
、
明
治
十
九

年
に
は
同
量
の
銀
の
市
場
価
格
は
ロ
ン
ド
ン
相
場
に
よ
っ
て
換
算
す
れ
ば
約
七
五
銭
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
法
定
価
格
で
は
依
然

と
し
て
一
円
と
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
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法
制
上
金
銀
複
本
位
制
で
は
あ
る
が
、
事
実
上
銀
本
位
制
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
紙
幣
整
理
の
デ
フ
レ
的
影
響
の
激
化
を
緩
和

す
る
と
と
も
に
、
一
方
に
お
い
て
国
際
収
支
の
改
善
、
正
貨
の
吸
収
を
推
進
し
た
の
で
あ
っ
た
。
明
治
十
一
年
以
後
の
イ
ン
フ
レ
期

に
対
し
、
十
九
年
銀
本
位
採
用
以
降
の
国
際
収
支
が
前
表
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
デ
フ
レ
政
策
が
始
め
ら
れ
た
明
治
十
四
年
以
後
国
際
収
支
が
改
善
さ
れ
、
特
に
銀
本
位
制
を
採
用
し
た
十
九
年
に
は
著
し
い
輸
出

超
過
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
二
十
一
年
以
降
貿
易
規
模
が
大
幅
に
拡
大
し
た
か
の
よ
う
な
数
額
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
二
十

年
ま
で
は
金
銀
混
計
で
あ
っ
た
の
を
二
十
一
年
以
降
金
貨
原
価
の
も
の
を
銀
貨
に
換
算
し
た
か
ら
で
あ
る
。
政
府
紙
幣
、
銀
行
券
の

銀
貨
兌
換
が
開
始
さ
れ
た
後
に
お
い
て
も
金
貨
一
円
に
対
す
る
銀
兌
換
券
の
相
場
は
、
明
治
十
九
年
は
一
円
二
四
六
、
二
十
年
一
円

二
九
六
、
二
十
一
年
一
円
三
二
九
、
二
十
二
年
一
円
三
一
二
と
二
〇
％
か
ら
三
〇
％
下
落
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
輸
出
入
の
金
貨

表
示
の
分
を
銀
の
法
定
価
格
で
換
算
し
た
場
合
、
貿
易
額
は
そ
れ
だ
け
拡
大
さ
れ
た
計
数
を
も
っ
て
表
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
実

質
的
な
交
易
条
件
を
示
す
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
明
治
十
五
年
以
後
年
々
輸
出
超
過
が
続
い
て
は
い
る
が
、
金
本
位
国
に
対
す
る
為
替
相
場
が
次
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
漸
次
下

落
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
交
易
条
件
が
悪
化
し
つ
つ
あ
る
に
し
て
も
、
国
際
収
支
の
改
善
、
商
工
業
の
発
達
、
労
働
力
需
要
の
増
大
等
銀
本
位
制
に
よ
る
積

極
的
効
果
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
名
目
的
に
は
金
銀
複
本
位
制
で
あ
る
が
現
実
に
は
銀
本
位
制
に
な
っ
て
い
る

変
則
的
な
貨
幣
制
度
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
意
見
が
当
然
現
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
事
実
上
銀
本
位
に
な
っ
た
貨
幣
制
度
を
法
制
化
し
よ
う
と
し
た
建
議
が
、
明
治
二
十
四
年
五
月
十
一
日
、
造
幣
局
長
遠
藤
謹
助
に

よ
っ
て
「
貨
幣
法
案
」
と
し
て
大
蔵
大
臣
松
方
正
義
に
提
案
さ
れ
た
。
そ
の
法
案
の
第
一
条
に
は
、
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「
純
銀
六
匁
四
六
九
三
ヲ
以
テ
価
格

　
ノ
原
位
ト
シ
之
ヲ
円
卜
称
シ
、
円
ノ
百

　
分
ノ
一
ヲ
銭
、
円
ノ
千
分
ノ
一
ヲ
厘
ト

　
称
ス
」

と
規
定
し
て
、
本
位
貨
幣
の
内
容
を
銀
基

準
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
（
こ
の

純
銀
量
は
「
貨
幣
条
例
」
に
お
け
る
も
の

に
対
し
僅
少
の
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
）
。

五
十
銭
以
下
一
厘
に
い
た
る
ま
で
の
貨
幣

は
、
銀
、
白
銅
、
銅
を
も
っ
て
補
助
貨
幣

と
し
て
作
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

貨
幣
以
外
に
金
を
も
っ
て
「
小
判
」
を
作

り
、
時
価
に
よ
り
銀
貨
幣
と
併
行
せ
し
め

る
と
い
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
の

　
「
小
判
」
は
「
新
貨
条
例
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
十
円
金
貨
に
相
当
す
る
量
目
、
品
位
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
位
銀
貨
に
対
し
て
時
価
に
よ
っ
て
流
通
す
る
金
貨
を
鋳
造
す
る
こ
と
は
複
本
位
制
の
要
素
を
残
し
て
い
る
も
の

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
「
貨
幣
法
案
」
の
提
案
者
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
「
貨
幣
法
案
説
明
書
」
に
お
い
て
次
の
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よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
明
治
十
一
年
第
十
二
号
布
告
を
も
っ
て
一
円
銀
貨
の
一
般
通
用
が
定
め
ら
れ
た
の
で
、
貨
幣
制
度
は
複
本
位
制
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
実
際
市
場
の
取
引
で
は
銀
貨
の
み
が
通
用
し
、
金
貨
は
取
引
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
明
治
十
七
年
第
十
八
号
布
告

を
も
っ
て
「
兌
換
銀
行
券
条
例
」
を
定
め
、
ま
た
明
治
十
八
年
第
十
四
号
布
告
を
も
っ
て
政
府
紙
幣
は
銀
貨
に
交
換
す
る
こ
と
と
な

っ
て
以
来
、
い
よ
い
よ
銀
貨
は
実
際
上
本
位
の
地
位
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
現
行
貨
幣
条
例
が
金
を
も
っ
て
本

位
と
す
る
条
項
は
全
く
空
文
に
な
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
法
案
に
お
い
て
従
来
の
金
貨
を
廃
し
て
「
小
判
」
を

鋳
造
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
の
は
、
実
際
に
お
い
て
金
貨
は
貨
幣
と
し
て
必
要
な
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
物
品
と
し
て
必
要
な
の
で

あ
る
。
人
々
が
造
幣
局
に
金
貨
の
鋳
造
を
求
め
る
の
は
、
貨
幣
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
で
は
な
く
、
金
の
品
位
、
量
目
を
精
確
な

ら
し
め
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
円
単
位
表
示
の
金
貨
を
廃
止
し
て
、
十
円
金
貨
と
品
位
、
量
目
を
均
し
く
す
る

貨
幣
を
鋳
造
し
、
こ
れ
を
「
小
判
」
と
名
付
け
て
時
価
に
よ
り
銀
貨
と
併
行
通
用
せ
し
め
る
こ
と
を
予
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
法
案
を
提
唱
し
た
遠
藤
謹
助
は
、
「
銀
ヲ
以
テ
価
格
ノ
原
位
卜
定
メ
タ
ル
コ
ト
」
が
「
貨
幣
法
案
」
の
主
旨

で
あ
っ
て
、
金
を
素
材
と
し
て
鋳
造
す
る
「
小
判
」
は
品
位
、
量
目
の
証
明
さ
れ
た
商
品
金
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
複
本
位
制
を
廃
止
し
て
銀
本
位
制
を
法
制
化
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
実
際
上
複
本
位
制
は
全
く
価
値
を
失
い
、
各

国
中
名
義
上
複
本
位
制
を
と
っ
て
い
る
も
の
も
、
事
実
こ
れ
を
行
な
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
ま
た
学
者
の
中
で
複
本
位
制
を
主
張

す
る
も
の
も
、
国
際
貨
幣
同
盟
が
成
立
し
な
い
限
り
、
二
、
三
の
国
に
お
い
て
旅
行
す
る
こ
と
は
不
利
な
立
場
に
陥
る
こ
と
を
免
れ

な
い
と
い
う
意
見
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
複
本
位
制
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
無
益
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
故
に
「
本
法
二
於
テ
ハ
我
邦
ノ
実
況
二
基
キ
、
銀
ヲ
以
テ
価
格
ノ
原
位
タ
ル
コ
ト
ヲ
明
定
セ
リ
」
と
説
明
し
て
い
る
。
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さ
ら
に
金
本
位
制
を
採
用
す
る
こ
と
は
適
切
な
方
策
で
な
い
と
す
る
理
由
と
し
て
、
次
の
四
点
を
あ
げ
て
い
る
。

　
　
「
（
第
一
）
民
間
取
引
ノ
習
慣
二
反
ス
、
（
第
二
）
銀
ヲ
廃
シ
金
貨
ヲ
本
位
ト
ス
ル
ニ
付
価
格
二
激
変
ヲ
生
ス
、
（
第
三
）
現
在

　
我
邦
二
存
在
ス
ル
銀
ヲ
売
却
シ
新
二
金
ヲ
購
入
ス
ル
ニ
巨
額
ノ
費
用
ヲ
要
ス
、
（
第
四
）
我
国
ノ
四
隣
ハ
皆
銀
貨
国
ニ
シ
テ
、
且

　
我
邦
に
通
商
ス
ル
外
国
人
ハ
銀
貨
ヲ
以
テ
取
引
ス
ル
カ
故
ニ
、
貿
易
上
二
不
便
ヲ
来
ス
ヘ
ク
シ
テ
、
到
底
金
本
位
ヲ
維
持
シ
難
ケ

　
　
　
　
㈲

　
レ
ハ
ナ
リ
」

　
銀
本
位
制
の
法
制
化
を
企
図
す
る
「
貨
幣
法
案
」
は
事
実
上
の
銀
本
位
制
を
五
ヵ
年
余
経
験
し
た
後
の
意
見
で
あ
っ
て
、
明
治
十

八
年
以
降
銀
貨
兌
換
券
を
発
行
し
た
こ
と
の
経
済
発
展
に
対
す
る
効
果
を
確
認
す
る
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
明
治
十
六
年

の
松
方
正
義
に
よ
る
「
貨
幣
条
例
改
正
意
見
書
」
に
明
確
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
点
、
す
な
わ
ち
金
本
位
を
採
用
す
る
と
き
に
は
物

価
下
落
を
激
化
す
る
こ
と
、
兌
換
準
備
正
貨
を
金
に
す
る
と
き
に
は
流
通
紙
幣
に
対
す
る
準
備
率
が
低
下
す
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て

さ
ら
に
多
量
の
紙
幣
を
消
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
こ
の
「
貨
幣
法
案
」
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
松
方
正
義
の
紙
幣

整
理
政
策
が
紙
幣
消
却
を
明
治
十
六
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
、
十
七
年
よ
り
銀
本
位
制
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
フ
レ
的
影

響
の
激
化
を
防
止
し
、
国
際
収
支
の
改
善
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
認
め
て
、
銀
本
位
制
の
法
制
化
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
「
貨
幣
法
案
」
は
明
治
二
十
四
年
七
月
十
三
日
の
「
貨
幣
委
員
会
議
」
に
お
い
て
否
決
さ
れ
た
。
貨
幣
課
長
心
得

加
藤
高
明
に
よ
る
同
月
十
五
日
付
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
そ
の
否
決
の
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
「
本
邦
貨
幣
制
度
ノ
現
況
タ
ル
実
際
ハ
、
貨
幣
法
案
第
一
条
二
掲
ク
ル
如
ク
銀
単
本
位
ノ
姿
ナ
ル
モ
、
現
行
ノ
貨
幣
制
度
金
銀

　
複
本
位
ノ
儘
二
為
シ
措
ク
モ
決
シ
テ
不
都
合
ヲ
見
ズ
。
故
二
遽
カ
ニ
之
ヲ
改
正
ス
ル
ノ
必
要
ナ
キ
而
己
ナ
ラ
ズ
、
銀
単
本
位
二
移

　
ル
ハ
寧
ロ
貨
幣
制
度
ノ
退
歩
ナ
リ
ト
ノ
説
モ
之
ア
リ
、
終
二
該
条
ヲ
削
除
ノ
コ
ト
ニ
議
決
相
成
候
。
然
ル
ニ
原
来
該
貨
幣
法
案
ハ
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銀
単
本
位
ヲ
精
神
ト
シ
テ
編
ミ
タ
ル
モ
ノ
故
ニ
、
第
一
条
ヲ
削
除
セ
バ
全
法
按
ノ
大
部
分
ハ
自
ラ
消
滅
二
帰
ス
ル
ヲ
免
レ
ズ
。

　
…
仍
テ
貨
幣
条
例
ニ
ハ
差
当
り
改
正
ヲ
加
ヘ
ズ
現
行
ノ
儘
ニ
テ
不
都
合
ナ
シ
」

と
い
う
理
由
で
造
幣
局
長
提
出
の
貨
幣
法
案
は
否
決
さ
れ
、
法
制
的
に
は
金
銀
複
本
位
制
で
あ
る
貨
幣
条
例
の
下
で
事
実
上
は
銀
本

位
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
時
の
「
貨
幣
委
員
会
議
」
に
お
い
て
銀
本
位
制
に
反
対
し
て
、
「
銀
八
年
々
下
落
ス
ル
ノ
傾
向
ア
リ
テ
、
下
落
ス
ル
モ
ノ
ヲ

本
位
ト
為
ス
ハ
退
歩
ナ
ル
コ
ト
」
を
主
張
し
た
松
尾
臣
善
（
出
納
局
長
）
添
田
寿
一
（
秘
書
官
）
は
、
貿
易
収
支
と
銀
本
位
制
と
の
関

係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
我
国
土
ノ
位
置
ハ
東
洋
ノ
極
東
二
在
リ
テ
、
支
那
・
印
度
等
諸
大
国
二
隣
接
セ
リ
。
而
シ
テ
支
那
・
印
度
等
ノ
如
キ
ハ
銀
ヲ

　
以
テ
貨
幣
ト
ス
ル
国
ナ
レ
ド
モ
、
其
我
国
ト
貿
易
上
計
算
ノ
大
数
ハ
其
銀
貨
国
即
支
那
・
印
度
ノ
諸
国
二
在
ラ
ズ
シ
テ
、
却
テ
遠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

　
隔
ナ
ル
欧
米
即
金
貨
国
ニ
ア
リ
」

と
し
て
次
の
計
数
を
あ
げ
て
い
る
。

　
銀
本
位
制
に
反
対
す
る
資
料
と
し
て
、
こ
こ
に
あ
げ
て
い
る
貿
易
収
支
表
は
金
本
位
国
と
の
貿
易
額
が
銀
本
位
国
と
の
そ
れ
よ
り

も
大
き
い
こ
と
を
示
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
を
金
本
位
国
に
入
れ
て
い
る
当
時
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
十
二
年
の

金
本
位
国
に
対
す
る
貿
易
収
支
は
黒
字
に
な
っ
て
お
り
、
明
治
二
十
三
年
は
赤
字
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
年
は
シ
ャ
ー
マ
ン
法
実

施
に
よ
る
銀
価
急
騰
の
特
殊
の
時
期
で
あ
っ
て
、
わ
が
国
が
明
治
十
八
年
以
降
銀
本
位
制
を
採
用
し
て
い
た
時
期
の
貿
易
収
支
と
銀

本
位
制
の
関
係
を
説
明
す
る
数
値
で
は
な
い
。
む
し
ろ
わ
が
国
の
金
本
位
国
に
対
す
る
貿
易
規
模
が
対
銀
本
位
国
の
貿
易
規
模
を
凌

駕
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
の
計
数
は
、
銀
本
位
制
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
る
実
質
的
平
価
切
下
げ
が
貿
易
収
支
改
善
の
上
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に
一
層
強
い
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
銀
本
位
制
を
持
続
す
べ
き
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
制
度
を
改
革
す
べ
き
で
あ
る
か
の
問
題
を
検
討
し
た
「
貨
幣
制
度
調
査

会
」
は
、
明
治
二
十
八
年
の
報
告
書
の
中
で
、
金
本
位
国
に
お
い
て
は
金
価
の
騰
貴
に
よ
っ
て
物
価
の
下
落
が
著
し
く
経
済
の
後
退

が
起
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
「
物
価
ノ
下
落
ハ
金
貨
国
二
於
ケ
ル
至
大
ノ
弊
害
ナ
リ
、
抑
々
経
済
社
会
ノ
大
勢
ヲ
支
配
ス
ル
モ
ノ
ハ
物
価
ニ
シ
テ
物
価
ノ
騰

　
貴
ハ
概
シ
テ
農
工
商
ノ
隆
興
ヲ
促
ス
ト
雖
、
之
二
反
シ
テ
物
価
ノ
下
落
ハ
概
シ
テ
農
工
商
ノ
沮
喪
ヲ
来
ス
ハ
古
今
ノ
実
験
歴
々
之

　
ヲ
証
ス
ル
所
ト
ス
、
然
ル
ニ
金
貨
国
二
於
テ
八
二
十
余
年
来
物
価
益
々
下
落
セ
ル
カ
故
二
経
済
社
会
ノ
状
勢
ハ
恰
モ
潮
水
ノ
漸
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

　
干
セ
ン
ト
ス
ル
カ
如
ク
淹
留
二
継
ク
ニ
衰
退
ヲ
以
テ
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
タ
ル
ヲ
免
レ
ス
」
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し
た
が
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
一
八
八
五
年
（
明
治
十
八
年
）
産
業
不
況
調
査
委
員
会
（
R
o
y
a
l

C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
o
n

t
h
e

D
e
p
r
e
s
s
i
o
n

o
f
T
r
a
d
ea
n
d
I
n
d
u
s
t
r
y
）
が
設
置
さ
れ
、
不
況
の
実
情
を
調
査
せ
し
め
る
措
置
が
と
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
委
員

会
は
不
況
の
原
因
を
究
明
し
よ
う
と
し
た
際
に
、
貨
幣
制
度
が
経
済
に
及
ぼ
す
効
果
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認

め
、
貨
幣
制
度
の
基
盤
と
な
る
金
銀
の
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
な
う
べ
き
別
の
委
員
会
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
建
議
し

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
政
府
は
一
八
八
六
年
九
月
、
金
銀
委
員
会
（
G
o
l
d

a
n
d
s
i
l
v
e
rC
o
m
m
i
s
s
i
o
n
）
を
任
命
し
た
。
こ
の
委
員
会

は
、
ラ
テ
ン
貨
幣
同
盟
が
銀
を
本
位
貨
幣
と
し
て
鋳
造
す
る
の
を
停
止
し
た
た
め
に
銀
価
の
下
落
を
も
た
ら
し
た
こ
と
、
ま
た
金
本

位
国
に
お
い
て
物
価
が
下
落
し
た
こ
と
を
認
め
た
が
、
貨
幣
の
基
盤
を
金
銀
い
ず
れ
の
金
属
に
お
く
べ
き
か
の
問
題
に
つ
い
て
意
見

は
ニ
派
に
わ
か
れ
て
、
一
方
は
複
本
位
制
を
主
張
し
、
一
方
は
金
本
位
制
を
変
革
し
な
い
こ
と
が
賢
明
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
複
本
位
制
と
金
本
位
制
の
得
失
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
さ
き
に
述
べ
た

よ
う
に
ア
メ
リ
カ
は
国
際
複
本
位
制
の
実
現
に
つ
い
て
努
力
し
て
い
た
い
わ
ゆ
る
本
位
論
争
の
時
代
に
、
わ
が
国
は
紙
幣
の
兌
換
を

実
行
す
る
た
め
の
準
備
過
程
で
生
ず
る
デ
フ
レ
的
影
響
を
緩
和
し
な
が
ら
、
国
際
収
支
の
改
善
を
求
め
て
銀
本
位
制
を
実
施
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
銀
本
位
制
採
用
後
十
年
を
経
ず
し
て
物
価
の
騰
貴
、
為
替
相
場
の
動
揺
が
著
し
く
な
り
、
銀
本
位
制
の
得
失
を
究
明

す
る
た
め
に
明
治
二
十
六
年
「
貨
幣
制
度
調
査
会
」
が
設
け
ら
れ
た
が
、
こ
の
調
査
会
の
報
告
の
内
容
は
、
七
年
前
の
イ
ギ
リ
ス
に

お
け
る
「
金
銀
委
員
会
」
の
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
本
位
制
度
に
お
け
る
銀
の
役
割
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る

意
見
が
依
然
と
し
て
強
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
田
　
「
貨
幣
制
度
調
査
会
報
告
」
一
一
八
頁

　
　
㈲
　
同
右
、
一
二
五
頁
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㈲
　
石
橋
湛
山
「
日
本
金
融
史
」
八
六
頁

④
　
「
紙
幣
整
理
始
末
」
日
本
金
融
史
資
料
、
明
治
大
正
編
、
第
一
六
巻
、
三
九
頁

㈲
　
同
右

㈲
　
「
明
治
大
正
財
政
史
」
第
十
三
巻
、
五
四
〇
頁

　
　
関
山
直
太
郎
「
日
本
貨
幣
金
融
史
」
第
六
篇
、
「
我
国
に
於
け
る
銀
本
位
貨
幣
法
制
定
計
画
」
に
、
こ
の
貨
幣
法
案
に
つ
い
て
の
精
細
な

　
　
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

哨
　
「
明
治
大
正
財
政
史
」
第
十
三
巻
、
五
四
三
ｌ
五
五
二
頁

㈲
　
同
右
、
五
四
三
頁

㈲
　
同
右
、
五
四
四
―
五
頁

�
　
同
右
、
五
三
七
頁

�
　
同
右
、
五
五
三
頁

�
　
「
貨
幣
制
度
調
査
会
報
告
」
四
二
一
頁

叫
　
清
明
会
新
書
、
高
垣
寅
次
郎
、
吉
田
政
治
、
岡
田
俊
平
、
「
銀
ー
本
位
通
貨
史
に
お
け
る
役
割
」
第
二
部
、
第
六
節
「
本
位
論
争
の
時

　
　
代
」
参
照
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